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該当 

箇所 
ご 意 見 

計画書 

掲載箇所 
市の考え方 

1-A 

 

ｐ22 日頃の様々な取組みに付き、敬意を表します。 

先般の地域懇談会に参加させて頂き、福祉、

地域のありかたに付いて意識高い方々が沢山い

らっしゃることに心強さを感じました。とても

有意義な会だったと思います。真にこのイラス

トの通り、子育てから地域運営、介護に至るま

で繋がっており、偏りがないことが肝要だと思

います。この繋がりを円滑にするには、ボラン

ティア等の力がなければなりません。人材育成

もさることながら、有償ボランティアについて

も様々な場面で一考の価値があるかも知れませ

ん。「子どもに優しい街は老人に優しい街」であ

る様に心掛けていきたいと思っています。 

ｐ35 

■基本方針２ 目標（2）

「担い手をつくる・増や

す」 

ｐ47 

■重点施策３ ボランテ

ィア活動の推進体制整備 

本市の有償ボランティアについては、現在、市民活動セン

ター（あま terrace）の登録ボランティアで有償（交通費等）

での依頼にも対応しています。また、あまっ子ふぁみさぽセ

ンター（子育て支援課）の「おたすけ会員」は有償ボランテ

ィアとして、子どもの園や習い事の送迎や短時間預かり等の

活動をされております。また、シルバー人材センターではお

助け隊によるワンコインお助けサービス事業も実施されて

います。 

今後、さらに地域での互助・共助が求められる時代となっ

てくる部分で無償・有償含めてボランティアの支援体制、窓

口の整備を推進していく必要があると考えます。   

 

1-B  また、コミュニティ円滑の観点から、市内公

共施設の利用を身近にできる様、予約の方法、

使用料金等を見直しされても良いのでは？と思

います。 

ｐ36 

■市の施策・事業⑥ 

「既存資源の活用による

地域拠点づくり」 

予約の方法については、現在、「あま市公共施設予約シス

テム」か申請書による手続きとなっています（利用には団

体・個人ともに事前登録が必要）。また、市公共施設の使用

料金については、施設の維持管理や運営に要する費用という

ところで受益と負担の公平性から統一的な基準を策定し

H28.4.1 より値上げしているのが現状です。本計画で地域

拠点づくりにおける市公共施設の活用をうたっております

ので、検討を重ねながら事業を進めてまいります。 

 

1-C ｐ24 24 ページの内容は、真にその通り。今後も意

識を持ち、参加していきたいと思っています。 
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掲載箇所 
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2 ｐ31 日頃は私達の活動に支援・協力を頂き、あり

がとうございます。 

第 2 次あま市地域福祉計画におきましても、

大変御苦労をして頂いている所ですが、地域包

括システム等に表わしている図が実現して運営

する事を願ってはいますが、なかなか現実は手

が届かない様に感じます。 

地域コミュニティ（自助・共助・公助）が手

を繋ぎ協力する事が一番大切な事ではないでし

ょうか。社協、行政がいくらしっかり計画を立

て運営出来たとしても、地域の人々の協力なし

には成り立って行かないからです。 

市民の関心が共生しようとする方向にならな

い！！ 

この市で安心して暮らして、この市を良くし

て行こうと思う人々の気持ちを、市民へ声掛け

していけるのか、いくのか。高齢化が進み、し

かしながらネット社会で市さえも公式ウェブサ

イト、ＳＮＳと、簡単に情報が得られると言い

ますが、88,000 人の市民の何割がネットを利

用して情報を得ているでしょうか？！ 

広報を見たり、お友達から聞いたり、回覧を

見たり、この様にしか情報を得ることの出来な

い人は沢山いると思います。紙媒体を利用し、

市（商工会等を利用して）のあらゆる（例えば

スーパー）人が集まりそうな場所にイベント等

の情報を貼ってみてはいかがですか。 

計画が粛々とではなく、広く市民の考えを取

り入れて頂きたいと思います。 

ｐ22 

■（１）地域コミュニティ

の考え方 

ｐ23 

■（２）福祉コミュニティ

の考え方 

ｐ32 

■「地域包括ケアシステ

ム」 

ｐ37 

■市の施策・事業① 

「広報紙・市公式ウェブサ

イト等での情報発信」 

 

本計画で地域コミュニティ、福祉コミュニティの構築、そ

して地域包括ケアシステムの構築の必要性をうたっており、

連携を図りながら取組を推進してまいります。 

また、紙媒体による情報提供につきまして、市広報や議会

だより、社協だより等による情報発信は紙媒体とウェブサイ

ト等の双方で行っております。ご指摘にあるとおり、ネット

環境がない方への情報発信という部分で、その周知方法（掲

示場所等）の工夫も検討してまいります。 
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3-A ｐ27 地域コミュニティ参加への理解 

子供たちやその保護者などの若い年代が「面

白そう」と思えるイベントの企画。（大人数での

ギネス挑戦とか、学区対抗のイベントとか） 

何回も練習のいらないもので、誰でも参加で

きるもの。 

小学校のＰＴＡ役員、保護者ネットワーク、

ＯＢ等のつながりを利用するとか。 

「中心にはなれないけど、指示してもらえれ

ば協力したい、参加したい」という人が多いと

思うので、それを利用すれば協力者も増えるの

では？ 

「地域のつながり」とっかかりとして「なん

か面白そう！」は結構重要では？と思いました。 

 

ｐ30 

■市の施策・事業② 

「地域活動や行事への参

加促進」 

 

ふれあい・いきいきサロンでの活動や市民活動祭・ボラン

ティアフェスティバル「あまのわ」等のイベント参加を促進

していくとしておりますが、ご指摘のとおり「面白そう」と

興味をもってもらえる企画内容等の工夫を検討してまいり

ます。 

3-B ｐ42 防災への取り組みを推進する 

阪神、東日本大震災の時に、障がい者・高齢

者の方々はどのような状況だったか、どんな問

題が起こったかをしっかり調べて頂いて、その

上で使える支援体制を考えて頂きたいと思いま

す。 

「自助・互助」はもちろん大切ですが、実際、

特に障がいによっては理解してもらう事が難し

いものもあります。 

「自助・互助」に期待し過ぎず、やはり「使

える公助」をしっかり確立して頂きたいです。 

そもそも、避難場所に行けない、いられない

のを前提としての支援を考えて頂くようお願い

したいです。 

ｐ48 

■重点施策５  

①「自主防災会への参加促

進」 

②「避難行動要支援者個別

計画の作成の促進」 

 

 

 避難行動要支援者個別支援計画による一人一人の状況に

応じた計画の作成が、ご意見にある障がい者・高齢者の方へ

の「使える支援体制の構築」に資すると考えておりますので、

これが同時に「使える公助」となるよう、進めていくべき重

要施策として捉えております。 

 また、障がい者・高齢者の方が自主防災会による地域での

防災訓練へ参加していただくことも、「使える支援体制」の

構築につながるのではないかと考えております。 
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 4 ｐ27 

 

一部実施回数などは組み込まれ記載されてい

ますが、他の箇所でも開催頻度や時期を内容に

もう少し組み込むことができると、より具体的

に計画性が伝わるのではないでしょうか？ 

ｐ45～48 

■２.重点施策 

地域福祉計画に関連する各分野別計画に数値目標が記載さ

れている施策もありますので、本計画中の数値目標に関して

は、５つの重点施策について設定させていただいております。 

5 ｐ23 ０歳から一生涯利用できる公共施設として図

書館がある。貸出中心であった図書館サービス

は、課題解決支援サービスという新しい視点が

ある。あま市にも「図書館」という施設が１つ

あるので、図書館が課題解決を支援する情報を

提供できる施設であると考え、「困ったときには

図書館へ」という意識を広げることも１つの方

法ではないかと思う。 

現在は情報社会といわれ、大量な情報が流通

する社会である。情報を受け取る側の情報活用

能力や選択能力も必要となる。情報洪水に溺れ

ないようにするためには、社会教育の中でのフ

ォローが必要だと思う。それは、図書館が中心

になるのではないかと考える。 

また、図書館はいろんな分野の資料を分類、

整理、保存しているので、医療・健康、福祉、

法務、学校教育支援や子育て支援、貧困・困窮

者支援、多文化共生サービスなど、展示コーナ

ーを設置すれば、資料の提供をすることもでき

る。様々な活動団体のスキルアップ、勉強会に

資料を貸出すことも可能であると考える。 

あらゆることを１ヶ所で提供することができ

る機関であると思うので、図書館の活用も計画

の中に入れていただけると良いなと思った。福

祉コミュニティのイメージに図書館を入れる。 

ｐ36 

■市の施策・事業⑥ 

「既存資源の活用による

地域拠点づくり」 

施設等の「既存資源の活用」という部分で、「図書館の活

用」は非常に有効なご意見であるため、例えば、本計画策定

にあたり、ご意見のありました「紙媒体による情報発信」に

関して、誰でも気軽に利用でき、知りたいことが教えてもら

える情報コーナーを設置する等、情報発信の拠点としての活

用を検討してまいります。 
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6-A ｐ28 20 代から 40 代の子育て世代は、「子供」を

通じて地域と交流が持てるように、学校の行事

等に組み込めるとよいと思われる。地域的には、

3 世代で暮らしていたり、両親世代と近くで生

活をしている子育て世代もいる。そのつながり

を活用していくことは、「子供」を通して地域に

交流が生まれていくと思います。 

ｐ34 

■市施策・事業⑦ 

「学校と地域の連携推進」 

地域学校協働活動推進員の配置や児童を有する親、地域住

民等が担い手となり、地域全体で子どもたちの学びや成長を

支えるとともに、地域と学校が連携・協働し「学校を核とし

た地域づくり」への取組を推進してまいります。 

 

6-B  ボランティア活動は、やってみたいと思って

いる住民はいるが、「何をどうしたらよいの

か？」というアンケート結果からもわかるよう

に、どこかで「マッチング」が必要です。気軽

に立ち寄れる場所であり、情報が受け取りやす

い仕組みを構築していくと広がっていけると思

われる。ただし、ネットだけの情報でなく、ア

ナログな紙媒体の情報も並行してそろえてほし

い。子育て世代も立ち寄れる場所であると、活

動のきっかけになりやすいのではないか。 

ｐ47 

■重点施策３  

①「ボランティア活動の窓

口整備」 

 ご指摘のとおり、ボランティア活動に対する担い手とのマ

ッチングは円滑に行われる体制が必要です。活動のマッチン

グや相談、情報提供等の窓口の整備を推進し、様々なかたち

での活動参加を支援できるような体制づくりに努めてまい

ります。 

6-C  現状は、ボランティア活動をしてくださる方

の高齢化率は高くなっているように思われる。

現在活動を継続して頂いている方に敬意を表す

る。がこのままでは、今後の活動は厳しくなっ

ていくことが危惧される。毎月又は定期的に「ど

んな活動で市民に助けてほしいか？」広報へ具

体的に（書ける範囲で）情報を発信してほしい。 

ｐ5 

■（１）地域とのかかわり

に関する課題 

ｐ35 

■（２）「担い手をつくる・

増やす」  

ｐ37 

■市の施策・事業① 

「広報紙・市公式ウェブサ

イト等での情報発信」 

 ボランティア活動者の高齢化につきましては、本計画でも

市における地域課題として地域活動の担い手不足、後継者問

題を挙げております。解決策のひとつとして、計画の「担い

手をつくる・増やす」というところで、まず地域の活動へ参

加していただくところからの支援が必要であると考えます。 

 また、広報を利用しての情報発信というところでは、毎月

号で設けられている「あま terrace 便り」や「みんなの掲示

板」というコーナー等で住民の声を聞ける、反映できるよう

な活用を検討してまいります。 
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計画書 

掲載箇所 
市の考え方 

6-D  学生が時々ボランティア活動をしてくれるこ

とは喜ばしいが、「本当の意味」を理解して参加

してほしい。残念な行動を何度か目撃した。ボ

ランティア活動に参加するのであれば、学校や

社会福祉協議会、福祉課など関係機関が連携を

して、「本当の意味」を伝えることをして、行事

に参加できる仕組みを作ってほしい。そして、

大人になってこのあま市で活躍できるようにつ

なげて頂きたい。 

ｐ27 

■（１）「人権の尊重を推

進する」 

ｐ28 

■市施策・事業 

⑥「福祉教育の推進」 

学校教育において一人ひとりの人権や思いやりを大切に

する学習を推進することで、子どもの時期から人権の尊重や

支えあう意識を高めていけるような取組を掲げております。

また、ボランティア活動への参加・体験自体が、ボランティ

アに対する理解につながることもございますので、そのよう

な機会をつくれるよう検討してまいります。 

6-E  障がいについての啓発…定期的に色々な障がい

について、広報に掲載を継続する取り組みを希

望します。 

ｐ28 

■市施策・事業 

⑤「障害者差別解消法の周

知・啓発」 

⑦「障がいの特性について

の周知・啓発」 

障がいについて様々な角度から周知・啓発を行い、理解を

促進していくよう取組を推進してまいります。 

6-F ｐ37 地域コミュニティバスについては、「ワゴンタ

イプ」の小回りが出来る車の採用で、もう少し

細い道までカバーできないだろうか？どこに行

くのにも、「車」がないと行けないこの地域。タ

クシーも限りがあるし、交通弱者の方々にとっ

ては、生活の幅が広がっていくと思う。行きた

いときに待ち時間が少なく移動できることは、

自立にもつながっていくと思います。 

ｐ３8 

■市施策・事業 

①「公共交通の充実」 

現在運行しております市巡回バスにつきましては、地域公

共交通会議等でいただいた市民からの声を反映させていけ

るよう引き続き検討を重ねながら、市民にとってより良い公

共交通体系を目指してまいります。 

6-G  障碍者の防災訓練などに参加可能な場面をつ

くりだしたいので協力してほしい。 

 

 

 

ｐ43 

■市施策・事業 

①「自主防災会の育成・支

援」 

障がい者及びその家族等にも参加いただけるよう、防災訓

練の実施主体となる自主防災会への避難行動要支援者同意

者名簿情報の提供による支援も含めて協働で取組を推進し

てまいります。 
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6-H  災害については、安心安全課との連携の取り

組みの中に当事者の意見も組み入れていけるよ

うに、協力してもらいたい。 

ｐ48 

■重点施策５  

②「避難行動要支援者個別

計画の作成の促進」 

ｐ４4 

■市施策・事業 

③「避難行動要支援者制度

の充実」 

 

重点施策として掲げている避難行動要支援者個別支援計

画の作成にあたり、当事者のご意見をお聞きしながら進める

ことで、一人ひとりの状況に見合った個別支援計画の作成に

努めてまいります。 

6-I ｐ71 成年後見センターの立ち上げが計画に入り、

タイムスケジュールが記載されていることはと

ても良いことだと思います。高齢になった方に

も必要な支援で、今後誰もが利用するかもしれ

ないとても大切なセンターである。ここに関わ

る専門性の高いスキルとよろず相談ができるよ

うな場所も併設されることによって、多くの方

がこの地域で最後まで住みやすい地域になるよ

う、中身の充実したセンターになることを期待

します 

  

6-J  高齢者のデイサービスと乳幼児が集う場所を

一緒にできないだろうか？（富山市に前例があ

る）お互いによい刺激になり、母親にも余裕が

できるのではないだろうか？ 

ｐ45 

■重点施策 1 

①「ふれあい・いきいきサ

ロンの充実」 

  

現在、半分以上の地域で運営されている「ふれあい・いき

いきサロン」があり、子どもから障がい者、高齢者と誰もが

参加できる地域交流の拠点として、全地域での立ち上げやサ

ロンの有効活用の検討も含めまして、内容の充実等活性化を

図ってまいります。 
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箇所 
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計画書 

掲載箇所 
市の考え方 

7 ｐ57 「地域福祉に関して、子どもの頃から支えあ

う気持ちを育み、福祉への理解を深める小中高

を対象とした福祉教育はとても重要な活動であ

ると言えます。」この活動は、とても良いと思い

ます。高齢化社会となっている今、子どもの頃

から地域福祉に携わって経験することは、とて

も良いことだと思います。 

 

  

8  全体に見て非常に良く出来た計画だと思いま

す。更に計画が実行される様な具体的な行動の

推進を期待します。 

又、成年後見制度については高齢化時代が進

む中、迅速に実行されることを期待します。 

 

  

9 ｐ5 地域とのかかわりに関する課題について 

30 代の子育て世代は共働きの家庭が多く、時

間的な問題もあり、なかなか地域活動に参加で

きないのが現状だと思います。しかし、地域住

民との協力体制がとれていれば、何か問題が起

きた時にお互いに助け合うことができるのもあ

ります。 

同年代では考え方や生活パターンに共通する

ことが多く、付き合いもあるのですが、異なる

年代とのコミュニケーションがなかなか取れな

いのが残念だと思います。 

お互いに助け合うことができれば、子供に関

する問題や、高齢者の抱える問題の解決の一端

になれるのではないでしょうか。 

ｐ45 

■重点施策 1 

地域の交流拠点づくりの

推進 

 

 ※パブコメ６に同じ。 

 


